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ず
、
そ
の
後
の

年
間
も
目

の
前
の
仕
事
に
無
我
夢
中
に

取
り
組
む
の
が
精
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
「
将
来
ど
う
な
り

た
い
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
も

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
感
じ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
明
確
な
目
標
を
持
つ
こ
と

は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て

常
に
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
出
し
、
や
り
た
い
こ
と
を

周
り
に
発
信
す
る
こ
と
で
サ

ポ
ー
ト
を
も
ら
い
や
す
く
な

り
、
目
標
達
成
の
可
能
性
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
も
し
な
か
っ
た
職
務
に
充

実
感
を
持
ち
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
で
も
こ
れ
は
節
目
ご

と
に
背
中
を
押
し
て
く
れ
る

人
が
現
れ
、
そ
の
都
度
自
分

に
と
っ
て
最
善
と
思
う
選
択

を
し
な
が
ら
流
れ
に
身
を
委

ね
て
き
た
か
ら
な
の
で
す
。

　
入
社

年
く
ら
い
の
頃
、

管
理
職
に
な
り
た
い
か
聞
か

れ
、「
い
つ
か
は
や
っ
て
み
た

い
が
今
は
で
き
ま
せ
ん
」
と

答
え
ま
し
た
。
当
時
の
日
本

は
女
性
管
理
職
を
増
や
さ
な

を
任
せ
る
こ
と
で
新
た
な
チ

ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
も
、
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
私
は
入
社
時
に
は
思

　
そ
の
一
方
で
、
私
の
よ
う

に
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
に

難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
人
が

い
る
と
す
れ
ば
、
流
れ
に
身

け
れ
ば
と
い
う
風
潮
で
、
女

性
と
い
う
だ
け
で
能
力
以
上

の
立
場
に
就
い
て
も
期
待
に

応
え
ら
れ
な
い
の
で
は
と
、

不
安
な
気
持
ち
が
強
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
に
「
ど
の
能
力

に
自
信
が
持
て
な
い
の
か
を

明
確
に
し
て
実
力
を
付
け
れ

ば
い
い
」
「
会
社
が
で
き
る

と
思
っ
て
任
せ
る
の
だ
か
ら

挑
戦
す
べ
き
だ
」
と
背
中
を

押
し
て
く
れ
た
上
司
や
先
輩

が
い
て
、
管
理
職
を
目
指
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

安
全
域
に
留
ま
る
こ
と
は
楽

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は

今
ま
で
努
力
を
積
み
重
ね
て

き
た
自
分
の
人
生
を
否
定
し

て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
る
の

で
は
と
も
考
え
ま
し
た
。

　
実
際
、管
理
職
に
就
く
と
、

自
分
の
成
功
よ
り
組
織
の
成

功
を
優
先
す
べ
き
管
理
職
と

い
う
立
場
は
、
人
生
に
目
標

を
持
つ
こ
と
が
難
し
か
っ
た

私
に
と
て
も
向
い
て
い
ま
し

た
。
組
織
に
と
っ
て
正
し
い

方
向
性
を
考
え
る
と
自
然
と

決
断
が
で
き
、
ど
ん
な
リ
ー

ダ
ー
に
な
り
た
い
か
と
い
う

視
点
を
持
つ
と
、
お
の
ず
と

「
な
り
た
い
自
分
」
を
描
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
今
ま
で
の
経
験
と
努
力
が

自
信
に
な
っ
た
一
方
で
、
新

し
い
挑
戦
に
対
し
て
ま
だ
躊

躇
（
ち
ゅ
う
ち
ょ
）
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
、
海
外
赴

任
の
決
断
に
も
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。
自
分
ら
し
く
自

信
と
謙
虚
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
努
力
を
し
続
け
る

こ
と
で
、
そ
の
未
熟
さ
を
解

決
し
て
い
く
の
だ
と
今
で
は

考
え
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
明
確
な
人
生
の

目
標
が
定
ま
ら
な
い
方
も
、

背
中
を
押
し
て
く
れ
る
人
が

い
る
時
は
自
分
の
意
志
で
そ

の
流
れ
に
身
を
委
ね
て
み
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ

か
け
は
外
的
要
因
で
も
、
そ

の
自
分
の
決
断
に
責
任
を
持

っ
て
努
力
を
す
れ
ば
、
そ
の

先
に
新
し
い
景
色
が
広
が
っ

て
い
る
は
ず
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
の
積
み
重
ね
方

は
千
差
万
別
で
す
が
、
大
き

く
分
け
て
２
パ
タ
ー
ン
あ
る

と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
人
生

に
明
確
な
目
標
を
持
ち
、
進

ん
で
い
く
パ
タ
ー
ン
。
も
う

一
つ
は
流
れ
に
身
を
委
ね
な

が
ら
、
節
々
で
自
分
に
と
っ

て
良
い
と
思
う
道
を
選
択
し

て
い
く
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　
入
社
当
時
、
「
『
な
り
た

い
自
分
』を
描
い
て
み
よ
う
」

と
い
う
キ
ャ
リ
ア
研
修
が
あ

り
ま
し
た
。
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
く
こ
と
で
今
何
を
す
べ

き
か
が
見
え
て
く
る
、
と
い

う
の
が
目
的
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
当
時
の
私
は

「
な
り
た
い
自
分
」
を
う
ま

く
言
語
化
す
る
こ
と
が
で
き

キ
ャ
リ
ア
目
標
が
な
く
て
も
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シニアディレクター

景山　由香氏
　
か
げ
や
ま
・
ゆ
か
　
２
０
０
４
年
入
社
。
小
売
店
営
業
や
本
社
営
業
企

画
な
ど
営
業
部
門
で
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
勤
務
を
経
て

年
よ
り
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
＆
ホ
ー
ム
ケ
ア
事
業
部
の
営
業
責
任
者
。

成功の秘訣

新興企業では大手の看板を失って
も勝負できるスキルが求められる
（東京・丸の内の通勤風景）

業務を臨機応変に担っていく必要があります。
それに、スタートアップは常に「明日、何が起
こるかわからない状況」にさらされています。自
分たちが取り組んでいる領域へ大手企業が進出し
てきて、資金力を武器に市場を独占してしまうか
もしれません。最新テクノロジーを活用したサー
ビスを開発している途中で、さらに新しいテクノ
ロジーが生まれ、自社が持つ価値が失われること
もあり得ます。そのような不可抗力による試練に
直面したとしても、すばやく発想を切り替え、前
へ進んでいけるポジティブさが必要です。
そして何より、「大手企業の看板をはずすこと
への覚悟」と「大手の看板を失っても勝負できる
経験・スキル」が選考で見られています。
このように、急激な変化への対応力が重視され
るので、 歳以上で大手企業１社しか経験がない
方は、不安を抱かれがちです。
とはいえ、そうした人でも「スタートアップ企
業で副業していた」「友人のスタートアップ企業
を手伝っていた」「大手企業内で、子会社の立ち
上げなどを経験した」「海外赴任先でゼロから取
引先を開拓した」「Ｍ＆Ａ（合併・買収）先のス
タートアップ企業と関わっていた」などの経験が
あれば、不安は払しょくされます。
スタートアップへの転職の成功に必要なこと

は、自分の経験・志向が生かせる「成長ステージ」
を見極めることです。
一口に「スタートアップ」と言っても、創業か
ら間もないスタートアップもあれば、本業が軌道
に乗り拡大や多角化フェーズに入った企業、新規
株式公開（ＩＰＯ）間近の企業、ＩＰＯを果たしさ
らなる成長フェーズへ進む企業など、成長ステー
ジが異なります。ステージによって求められる経
験・スキル、志向タイプが異なるので、自分にマ
ッチするステージの企業を選ぶことが大切です。
■スタートアップを目指す人の支援プログラムも
「いきなり飛び込むには抵抗感がある」という
人は、まずは副業から関わってみることをお勧め
します。企業によっては、「スタートアップ留学」
などの制度を設け、スタートアップに一定期間出
向したり、本業とスタートアップの仕事を兼務し
たりするような仕組みも活用されています。
また、スタートアップを志す人を支援するプロ
グラムも登場しています。
日本最大のスタートアップキャピタルであるジ
ャフコグループは今年、「キャリアアカデミー」
を開講しました。このプログラムを利用すること
で、「スタートアップで働くとはどういうことか」
を認知し、自身の適性から判断して、どんな企業
がマッチするか、今後どうキャリアを積んでいく
か、などの道筋をつけることができます。スター
トアップでの副業など、スタートアップ勤務の疑
似体験の支援も受けられます。

いものか」と、転職活動に踏み出しているのです。
・「倒産リスク」が低くなっている
「スタートアップ企業は倒産するリスクが高い」
――。これが、大手企業の「安定」を捨ててスタ
ートアップに飛び込む決断ができない理由の一つ
でした。しかし、昨今のスタートアップ企業は以
前と比べて倒産リスクが低くなっています。
インターネットやデジタル技術などを活用する
ことで、設備投資は少なくて済み、在庫を持たず
にビジネス展開が可能。だから、資金繰りが悪化
しても、即倒産にはつながりにくいのです。
実際、最初はうまくいかなくても、ビジネスモ
デルをピボット（転換）させ、２～３度の転換を
経て成功している企業は少なくありません。
■スタートアップ企業が抱く期待と不安
では、スタートアップ企業側は大手企業出身者
についてどのように考えているのでしょうか。ま
ずは期待しているポイントをみていきましょう。
顧客ターゲットを「大手企業」とするスタート
アップ、大手企業と提携して事業を行うスタート
アップなどは、自社内に「大手企業の論理」を知
っているメンバーを抱えておきたいと考えます。
大手企業の組織内でどのようにキーパーソンを
見極めるのか、大手企業にプレゼンテーションや
交渉を持ちかける際、どの「スイッチ」を押せば、
決裁につながりやすいのか、といったことを理解
している人を求めているのです。つまり、その組
織に身を置いていた大手企業出身者です。
また、大手企業だからこそ築けた人脈・ネット
ワークやビジネスアライアンス（連携）の上での
パイプ、また大手企業と組んでのオープンイノベ
ーションのきっかけづくりといった点でも、期待
を寄せられます。
若手の場合は、「ビジネスパーソンとしての基
本の教育を受けている」という点で、自社では研
修・教育する余裕がないスタートアップにとって
は安心感があります。
一方、不安を抱くのは、やはり「環境変化への
適応力」です。大手とスタートアップでは、当然
ながらスピード感も異なりますし、自分の担当領
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